
726

r気候変動による環境・社会影響に関する国際会議」のお知らせ

　以下の通り標記国際会議を開催致しますのでふるって

ご参加ください．

主催：気候影響・利用研究会，国連環境計画（UNEP），

　　　　世界気象機関（WMO），国連教育科学文化機

　　　　関（UNESCO），国連大学，筑波大学

共催・後援団体（＊要請中）：

　　　　日本学術会議，環境科学会，水文・水資源学会，

　　　　土木学会，日本気象学会，日本建築学会，日本水

　　　　産学会，日本水文科学会，目本生気象学会，日本

　　　　生態学会，日本雪氷学会，日本地理学会，日本農

　　　　業気象学会，Commissionon　Climatology（lnter－

　　　　national　Geographical　Union），科学技術庁，

　　　　環境庁＊，国土庁，外務省，文部省，農林水産省，

　　　　気象庁，建設省，通商産業省工業技術院＊

期

場
，且一

日：1991年1月27日（日）～2月1日（金）

所：筑波大学　大学会館

的：（1）国内外からの多分野の研究者が集まり，環

　　　　境・社会ンヒ対する気候変動の影響につい

　　　　て，研究方法・研究成果の高度化・共有化

　　　　を推進すること．

　　（2）国際的なネットワークを拡充し，気候変動

　　　　による影響の研究における情報交換・研究

　　　　成果の交流等の効率化を図ること．

　　　　（3）第2回世界気候会議（SWCC）をフォロー

　　　　　　アップすること．

プロゲラム：㈲モニタリング，モデリソグ，気候シナリ

　　　　オ／（碕水文‘水資源への影響／（c）生物圏・農業

　　　　への影響／⑨社会・経済的影響／⑧地域的影響

　　　　／（功第2回世界気侯会議報告（SWCC　follow－

　　　　up　meeting）／◎総合討論

　　　　　プログラムは以上の7つのセッショソから成

　　　　り立ち，AからEまでのセッショソでは当該分

　　　　野をリードする基調講演者（それぞれ3名程度〉

　　　　が発表を行う予定．

発表予定者数：海外から約90名，国内から約60名．

使用言語：英語

参加の登録：登録費……20，000円（パンケットおよびツ

　　　　アー費は別）参加の登録は所定の参加申し込み

　　　　用紙で行うこと．

問い合わせ：〒305つくば市天王台1－1

　　　　筑波大学地球科学系

　　　　　　　　　　　　　　TEL　O298－53－4400

または

河村

甲斐

鈴木

　武

憲次

力英

TEL
TEL
FAX

0298－53－6704

0298－53－6851

0298－51－9764

　参加申し込み用紙，宿泊予約の申し込み用紙が必要な

方は，連絡ください．

日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

第11回風工学シンポジウ
ム

月例会「レーダー気象」

日本リモートセンシング
学会　第10回学術講演会

大気電気学会

第37回風に関するシンポ
ジウム

．気候変動による環境・社
．会影響に関する国際会議

’日本農業気象学会

第23回海洋流体力学リェ
ージュ国際コロキウム

降洗浄と大気一地表間
・交換過程に関する国際会
議

第20回測地学・地球物理
学連合総会
『小氷期の気候』個際シ
ソポジウム

開催年月日
1990年12月6日
　　　　　～7日

1990年12月18日

1990年12月18日
　　　　　～19日

1991年1月24日
　　　　　～25日

1991年1月25日

1991年1月27日
　　　～2月1日
1991年4月6日
　　　　　～9日

1991年5月6日
　　　　　～10日

1991年7月15日
　　　　　～19日

1991年8月11日
　　　　　～24日

1991年9月25日
　　　　　～28日

主催団体等

同専門委員会

日本リモートセンシング
学会

UNEP

カナダ気象海洋学会・ア
メリカ気象学会

IUGG
日本地理学会古気候復元
研究グループ

場 所

中央大学理工学部

気象庁

中央大学駿河台記念館

大阪大学工学部
（大阪府吹田市）

気象庁

筑波大学

大阪府立大学

中国（北京）

リッチランド

ウィーン

八王子（東京都立大学）

備 考
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